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[キーワード] 工芸教育 鑑賞教育 大学美術館との連携 学社連携
｢工芸教育法」における授業改善の可能性
Possible Improvements to the Course “Study of Craft Education”
桑 村 佐和子 KUWAMURA Sawako



























































































































































































































































































金沢美術工芸大学 紀要 No.62 2018
美術大学にあって「工芸教育法」の授業改善にもな
り得るし、大学美術館の社会貢献の可能性も拡げる
ものとなる。具体的には、「平成の百工比照」の素材
の中から、中学校・高等学校で工芸分野の学習を行
うときに使えるパッケージを作ることはできないだ
ろうかと考えている８。その中身としては、勿論、
触れられない作品も入るが、学生自身によって制作
された生徒達が触っても良い作品、それを使った「表
現」も含めた授業アイディア集をセットとして入れ
る。そのパッケージの制作にあたっては、まずは学
生が「平成の百工比照」から素材、技術を選び、その
資料を用いた授業を構想する。可能であれば、触れ
ることができるような作品も制作する。さらに、そ
の案を現場の教員と共に検討する。実際の授業のこ
とは、やはり現場で生徒達と接し、教壇に立ってい
る人にしかわからない。そのため、大学と中学・高
等学校の現場との密接な関係が必要であるのはいう
までもないことであろう。多忙な現場にあって、そ
れは容易なことではないかもしれない。しかし、こ
のようなことが実現できれば、将来教壇に立ちたい
と考えている学生にとっても大きな学びにもなる。
今後はその可能性も併せて検討していくことを課題
の一つとしたい。
（以上、桑村、横江）
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